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第1編 一般編

1 適用

「地質・土質調査成果電子納品要領償9」（以下「本要領」 と いう）は、 地質・土質調査及び土木

工事において 、 地質・土質調査の電子成果物を作成及び納品する際に適用する。

【解説】

ここでいう地質・土質調査とは、調査・測量・設計業務共通仕様書に基づいて実施された

ものを指す。成果物の電子納品については「設計業務等の電子納品要領（案）」、または

「工事完成図書の電子納品要領（案）」による。本要領は、農水省「地質・土質調査成果電

子納品要領(案)H24.3」に準拠している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　2 引用規格

本要領では、 次の規格、 要領、 基準など を引用し、 本要領の規定の一部を構成する。 引用する

規格、 要領、 基準などは、 その最新版を適用する。

・ 調査・測量・設計業務共通仕様書

• 設計業務等の電子納品要領（案）

• 工事完成図書の電子納品要領（案）

• 電子化図面データの作成要領（案）

• 電子化写真データの作成要領（案）

· JIS A 0204 : 2008 (地質図ー 記号、 色、 模様、 用語及び凡例表示）

• JIS A 0205 : 2008 (ベクトル数値地質図一品質要求事項及び主題属性コ ー ド）

• JIS A 0206 : 2008 (地質図ー 工学地質図に用いる記号、 色、 模様、 用語及び地層• 岩体区

分の表示と コ ー ド群）

・ ボ ー リング柱状図作成要領（案）解説書：平成11年5月： 00)日本建設情報総合センター

• 土質試験の方法と解説：（社）地盤工学会

・ 地盤調査の方法と解説：（社）地盤工学会

【解説】

本要領で 引用する電子納品要領（案）は、 設計業務等の電子納品要領（案）、 工事完成図書の電

子納品要領（案）、 電子化図面データの作成要領（案）、 電子化写真データの作成要領（案） であ

り、 その最新版を適用する。

本要領では、 ボ ー リング柱状図の岩石• 土区分に用いるコ ー ドや地質図に用いる記号などは、

JISA0204、JISA0205、JISA0206を適用する。

ボ ー リング柱状図の様式などは、 ボ ー リング柱状図作成要領（案）解説書を適用する。

上質試験及び地盤調査のデータシート様式などは、 上質試験の方法と解説、 地盤調査の方法と

解説を適用する。
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第2編 ボー リング柱状図編

1 適用

ボ ー リング柱状図編は、 ボ ー リング柱状図に関する電子成果物の作成及び納品する際に適用す

る。

【解説】

ボ ー リング柱状図編は、ボ ー リング柱状図に関する電子成果物の作成及び納品に関する事項を定

めたものである。

ボ ー リング柱状図とは、 ボ ー リング調査において作成されるボー リング柱状図を指す。

本要領の規定は、土質ボ ー リング柱状図様式及び、 岩盤ボー リング柱状図様式を参考としている

が、 本要領において柱状図の印字様式を規定するものではない。

なお、 ボ ー リング柱状図作成要領（案）解説書は、 ボー リングの実施から土質及び岩盤ボー リン

グ柱状図の作成段階までの標準化を図ったものであり、上質及び岩盤ボ ー リング柱状図の作図に関

しては、 ボ ー リング柱状図作成要領（案）解説書よることを原則とする。 また、 地すべりボー リン

グ柱状図の作成に関しては、 調査目的に応じて受発注者間協議により、 別途様式を定めてもよい。

2 ボー リング柱状図の電子成果物

ボ ー リング柱状図は、 表 2-1の電子成果物を納品する。 電子成果物の名称は、 表 2-1による。

表2-1 ボー リング柱状図の電子成果物

成果物の種類 電子成果物の名称 備 考

(1) ボー リングデー タ ボー リング交換用デー タ 「5ボー リング交換用デー タ」による。

(2)柱状図 電子柱状図 「6電子柱状図」による。

(3) 簡略柱状図 電子簡略柱状図 「7電子簡略柱状図」による。

【解説】

ボ ー リング柱状図の成果物の名称の混乱を避けるために、電子成果物の名称を表 2-1 のとおり定

義した。 各電子デー タの目的及び内容を表2-2に示す。

表2-2 ポー リング柱状図の電子成果物の目的及び内容
成果物

成果物 の目的 成果物に求められる機能
ファイ

備 考の種類 ル形式
(1)ボ ー リ ・ボー リングデー タ の 「 土質ボ ー リング柱状図 XML デー タフォ ー マットをサポ ー トした
ング交換 デー タベー ス化 様式」、 「岩盤ボー リング柱 ソフトウェアにより作成する。
用 デー タ ・受発注者間・受注者 状図様式」を再現できる。

間のデー タ 交換
(2)電子 ・地質・士質調査成果 特殊なソフトウェアを必 PDF 「士質ボ ー リング柱状図様式」及び

柱状図 ・ 「上質ボー リング柱 要とせず、 ブラウザ等で容 「岩盤ボー リング柱状図様式」による柱
状図様式」、 「岩盤ボ 易に表示できる。 状図を電子化し、 地質・上質調査成果と
ー リング柱状図様 して納品する。電子図面としての再利用
式」 の電子化 は可能であるが、埋め込まれたデー タを

取り出して再利用することはできない。
(3)電子簡 ・ 調査・設計段階にお CADを利用して、 設計図面 SXF

(SFC) 

様式を定めた規格• 基準類がないた
略柱状図 ける断面図作成支援

(CAD による切り貼
に簡単に切り貼りできる。 め、 本要領を参考とする。

り支援）等
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本につき1つずつ電子ファイルを作成する。

また、 ボー リング交換用デー タのDTD(BED0300.DTD)は、 「DATA」サブフォルダに格納する。

4 地質情報管理ファイル

4-1 地質情報管理項目

地質情報管理ファイル(BORING.XML)に記入する地質情報管理項目は、 表4-1による。

表 4-1 地質情報管理項目
カテ

デー タ 文字
ゴリ 項目名

表現 数

基礎
適用要領基準 30 

情報

記入内容

電子成果物の作成で適用した香川県が準用した
国の要領の版(「農村振興土木 201203-01」等）
を記入する。（分野：農村振興士木／農村振興電
通／農村振興機械、西暦年：2012、月：03、日：01) 

ボー リング名 業務で使用されたボ ー リング名を記入する。
全角文字

64 
半角英数字

ボー リング連番
ボ ー リング総数に対するボ ー リングの通し番

半角数字 4 
号を記入する。

度 調鉦位置の経度を度、 分、 秒で記入する。
半角数字

4 

分 秒については小数点以下 4 桁まで記入する。西
I 

経 度 -(HYPHEN 
2 

経 の場合は度の頭文字に—(HYPHEN- MINUS) を
I 

秒
記入する。

-MINUS) 8 

度 調査位置の緯度を度、 分、 秒で記入する。
半角数字

4 

分 秒については小数点以下 4 桁まで記入する。南 2 
緯 度

緯 の場合は度の頭文字に—(HYPHEN- MINUS) を
-(HYPHEN I 

秒
記入する。

-MINUS) 8 

測地系 世界測地系の区分コー ド： 1 を記入する。 半角数字 1 

ボ ー リング調査孔の標高(T. P. m) を小数点以下
半角数字

孔口標高 -(HYPHEN 8 

ボ
2 桁まで記入する。

-MINUS)
l ボー リングの掘進長 (m) を小数点以下 2 桁まで

リ 掘進長
記入する。

半角数字 8 
ン
グ

柱状図 区分
ボ ー リング柱状図様式の区分（士質・岩盤• そ

全角文字 10 

贋 の他）を記入する。

ボー リング交換用デ ボー リング交換用デー タファイル名（拡張子含 半角英数 11 

ボー リング ー タファイル名 む） を記入する。 大文字 固定

交換用 ボー リング交換用デ ボ ー リング交換用デー タファイルを作成した
全角文字

デー タ ー タ作成ソフトウェ ソフトウェア名をバ ー ジョンを含めて記入す
半角英数字

64 

ア名 る。

電子柱状図ファイル 電子柱状図ファイル名（拡張子含む）を記入す 半角英数 11 

電子 名 る。 大文字 固定

柱状図 電子柱状図作成ソフ 電子柱状図ファイルを作成したソフトウェア 全角文字
64 

トウェア名 名をバ ー ジョンを含めて記入する。 半角英数字

電子簡略柱状図ファ 電子簡略柱状図ファイル名（拡張子含む）を記 半角英数 11 

電子簡略 イル名 入する。 大文字 固定

柱状固 電子簡略柱状図作成 電子簡略柱状図ファイルを作成したソフトウ 全角文字
64 

ソフトウェア名 ェア名をバ ー ジョンを含めて記入する。 半角英数字

ボー リングコメント ボー リングごとにコメントを記入する。
全角文字

127 
半角英数字

コメント
受注者側で ボ ー リングフォルダに付けるコメ 全角文字

127 
ントを記入する。 半角英数字

ソフトメー カ用 TAG ソフトウェアメー カが管理のために使用する。
全角文字

64 
半角英数字

◎：必須入力項目、 △：任意入力項目

必 要

度 · 記

述回数

◎ l 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

△ N 回

△ N 回

△ N 回

全角文字と半角英数字が混在している項目については、 全角の文字数を示しており、 半角英数字は、 2文字で全角文字1文字

の文字数に相当する。
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・ ファイル名称は、 半角英数大文字とする。

【解説】

当該地質・士質調査における1本目のボー リングはBRGOOOl.PDFである。5本目のボー リングは、

BRG0005.PDFである。

6-3 ファイルに含めるボーリングの数量

1つのボー リングごとに、 1つの電子柱状図のファイルを作成する。

【解説】

1つの電子柱状図のファイルに、 複数のボ ー リングを含めてはならない。 また、 1つのボ ー リン

グデー タを複数の電子柱状図のファイルに分割してはならない。

6-4 用紙設定

I 電子柱状図の掘進方向の尺度は1:100を基本とする。 また、 用紙サイズはA3縦を基本とする。

【解説】

電子柱状図の用紙サイズは、 プリンタでの印刷を考慮してA3縦を基本とする。 また、 電子柱状図

の掘進方向の尺度は1:100を基本とする。A3縦に収まらない場合は、 複数枚にわたってよいが、 改

ペー ジなどにより一つの電子柱状図のファイルに納めるようにする。

6-5 電子柱状図の標準様式

電子柱状図の標準様式は、 ボ ー リング柱状図作成要領 （案） 解説書で規定されている士質ボー

リング柱状図様式、岩盤ボ ー リング柱状図様式などを基本とする。

【解説】

電子柱状図の標準様式はボー リング柱状図作成要領（案）解説書で規定されている土質ボ ー リン

グ柱状図様式、岩盤ボ ー リング柱状図様式を基本とするが、 受発注者間協議により、 調査目的に応

じて、 別途様式を定めてよい。

7 電子簡略柱状図

7-1 ファイル形式

電子簡略柱状図はCADによる切り貼りに利用することを前提としており、CADデー タ交換標準に

則したフォ ー マットで納品することを原則とする。

SXF (Scadec data eXchange Format)は、 STE PAP2 02 (製品モデルとの関連を持つ図面）規格を実

装したCADデー タ交換標準である。 これは、 「CADデー タ交換標準開発コンソ ー シアム(SCADEC )(平

成11年3月～平成12年8月）」、 「建設情報標準化委員会CADデー タ交換標準小委員会（平成12年
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電子簡略柱状図のファイル形式は、SXF（SFC）形式とする。

【解説】



10月～平成19年6月）」、「建設情報標準化委員会図面／モデル情報交換小委員会（平成19年7月

～）」（いずれも事務局JACIC ) にて策定されたもので、 ISOTC184/SC4(STEP規格を審議する国際

会議）にて、 STEP規格を実装したものであることが認知されている。

SXFの物理ファイルには、 国際標準に則った「P21形式」と、国内CADデータ交換のための簡易形

式である「SFC形式」の 2種類がある。電子化図面デー タの作成要領（案）では、 SXF（SFC）形式

バージョンとレベルはSXF Ver. 2 . 0 レベル2以上を対象としている。

　SXF に関しては電子化図面デー タの作成要領（案）及び電子化図面デー タ作成運用ガイドライ

ン（案） に位置づけ等が記述されている。

7-2 ファイルの命名規則

電子簡略柱状図のファイル名は、 次による。

BRGNNNN. 拡張子

·NNNNは当該地質・土質調査におけるボー リングに対して割り振られた連番( 0001から開始

を表す。

ファイル命名にあたっては次に留意する。

・ ファイル名称は、 半角英数大文字とする。

【解説】

当該地質・士質調査における1本目のボー リングのファイル名は、 BRGOOO1. SFC  である。 5本

目のボー リングのファイル名は、 BRG0005.SFC である。

7-3 ファイルに含めるボーリングの数量

1つのボー リングごとに、 1つの電子簡略柱状図のファイルを作成する。

【解説】

1つの電子簡略柱状図のファイルに、 複数のボー リングデー タを含めてはならない。 また、 1つ

のボー リングデー タを複数の電子簡略柱状図のファイルに分割してはならない。

7-4 用紙設定

電子簡略柱状図の尺度は1:100を基本とする。 また、 用紙サイズはA4縦を基本とするが、 掘進

長の長いボー リング等に対応する場合にはこの限りではない。 スケ ールはメ ー トル単位として1且

位=lmとする。

【解説】

CADは実寸で作図するのが基本であるため、 ここで言う尺度とは、 CADデー タを紙に出力した場

合の尺度を指す。
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2-3 CAD データのフォ ーマット

SXF (Scadec d at a eXchange Fo rmat) は、STEP AP202 (製品モデルとの関連を持つ図面）規格を実

装した CADデ ー タ交換標準である。これは、 「 CADデ ー タ交換標準開発コンソ ー シアム(SCADE C) (平

成11年3月～平成12年8月）」、 「建設情報標準化委員会CADデー タ交換標準小委員会（平成12年

10月～平成19年6月）」、 「建設情報標準化委員会 図面／モデル情報交換小委員会（平成19 年7月

～ ）」 （いずれ も事務局JA C I C) にて策定されたもので 、ISO TC18 4/SC4(STEP規格を審議する国際

会議）にて 、STEP規格を実装したものであることが認知されている。

SXFの物理ファイルには、国際標準に則った「P21形式」 と、国内CADデー タ交換のための簡易

形式である「SFC 形式」 の 2種類がある。 電子化図面デー タの作成要領 （案） では、SXF (P21) 

形式バー ジョンとレベルはSXF Ver. 2. 0 レベル2以上を対象としている。
SXFに関しては電子化図面デ ー タの作成要領 （案 ）及び電子化図面デ ー タ作成ガイドライン

（案 ）に位置づけ等が記述されている。
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【解説】
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表 2-2 地質平面図のファイル名
ファイル名
図面 図面 改訂 拡張子 図面名種類 番号 履歴
GP 001 ,.._., o,.._.,g P21 地質平面図

999 A,.._.,z 

備 考

管

゜

Geological Plan 

地質平面図のファイル名 は、 「 電子化図面デ ー タの作成要領（案）」の命名規則を原則とする。画

3-5

CADデータファイルのフォーマットは、SXF（SFC）形式とする。

【解説】

C14-2864
テキストボックス
(SFC)

C14-2864
テキストボックス
(SFC)

C14-2864
テキストボックス
拡張子

C14-2864
テキストボックス
拡張子



C14-2864
テキストボックス
SFC





3-2 標題

1. 標題欄の位置

標題欄は、 図面の右下隅輪郭線に接して記載することを原則とする。

2. 標題欄の様式

標題欄の寸法及び様式は図3-2を標準とする。

【解説】

図3-2 標題欄の寸法及び様式

(1)標題欄は、 図面の管理上必要な事項、 図面内容に関する定形的な事項をまとめて記入する

ためのものである。 標題欄の寸法及び様式は、 図3-2を標準とするが、 別途基準等で定めた

場合には、 その一部を変更追加して使用することができる。

(2)標題欄と図形情報（平面図情報）などが重なる場合には、標題欄を右上隅に記載してもよい。

(3)標題欄には、 作成者や版情報を明記する。 図面は、 どの作業段階の図面であるかを容易に

判別できることが重要であるために、 版情報 （ 「速報」、 「作業過程」、 「 中間報告」、 「確定」

など） を必要に応じて該当欄に記入する。

(4)標題欄の寸法は、 AO、 Al様式を標準としたものであるので、 用紙の大きさに応じて、 適宜

変更してもよい。

(5)標題欄を見る向きは、 図面の正位に一致するようにする。
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3-3 平面図

3-3-1 尺度

平面図の尺度は発注者毎の共通仕様書または特記仕様書に示す尺度を使用し、 必要に応じて平 

面図中に縮尺記号を明記する。

【解説】

CAD は、原寸で作図するのが普通であるため、ここで定める尺度とは、CAD デー タを紙に出力し

た場合の尺度 （縮小版は除く）のことである。

平面図の尺度は、 構造物のエ種により異なり、 また、 構想設計から実施設計と調査精度が向上

するにつれて、 図面の尺度は変化する。

共通仕様書または特記仕様書で尺度（縮尺）が明確に定められていない図面（例えば「1:200 ,..._, 

1:500滴宜」など）については、 土木製図基準に示される適当な尺度（縮尺）を用いる。 土木製図基

準では、1:Aにおける、Aは 1X 10尺2X10尺5X ion をなるべく優先し、1.5 X 10尺2.5 X 10尺3 

X 10 n、4X10 n、6X10 ° を次善としている。 また、JIS Z 8314 では1: 10 J2 , 1 : 200↓i、1:sF2の

ように↓倍する Aの値を許容しているが、 これは写真操作で拡大· 縮小することを考慮したも

のである。

平面図には適宜、 図3-3 を参考に縮尺記号を明記する。

゜ 10 20m 

縮尺1/000

図3-3 縮尺記号の例

3-3-2 目盛線

平面図には、 経緯度、 座標、 距離、計画測点などを表すグリッド線、目盛線、 補助目盛線、目

盛ラベルを記載する。

【解説】

平面図には、 必要に応じて、 経緯度、 座標、 距離、計画測点などを記載する。 目盛間隔につい

ては、対象とする図面の範囲を考慮し、 適宜決めてもよいが、目盛は等間隔にすることが望まし

い。 また、 必要に応じて補助目盛線を記載する。
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2-3 CAD データのフォ ーマット

CADデータファイルのフォーマットは、SXF    (SFC）形式とする。

【解説】

SXF (Scadec data eXchange Format) は、STEP AP202 (製品モデルとの関連を持つ図面）規格を実

装した CADデー タ交換標準である。 これは、 「 CADデー タ交換標準開発コンソ ー シアム(SCADE C) ( 平

成11年3月～平成12年8月）」、 「建設情報標準化委員会CADデー タ交換標準小委員会（平成12年

10月～平成19年6月）」、 「建設情報標準化委員会図面／モデル情報交換小委員会（平成19 年7月

～）」 （いずれも事務局JA CI C) にて策定されたもので、ISO TC18 4/SC4(STEP規格を審議する国際

会議）にて、STEP規格を実装したものであることが認知されている。

SXFの物理ファイルには、 国際標準に則った「P21形式」 と、 国内CADデー タ交換のための簡易

形式である「SFC 形式」 の 2種類がある。 電子化図面デー タの作成要領（案）では、SXF ( SFC) 

形式バージョンとレベルはSXF Ver. 2.0 レベル2以上を対象としている。

SXFに関しては電子化図面デー タの作成要領（案）に位置づけ等が記述されている。

2-4 ファイル命名規則

地質断面図のファイル名は、 「電子化図面デー タの作成要領（案）」の命名規則を原則とする。地

質断面図ファイル名は、 表2-2 による。

0�000000. 拡張子

□ �!i�i〗：：／〗フi���ii図:::とCすー：）エ、Mー維持管理）

ライフ 整理
サイクル 番号

o�g
D A�Z 

C 

I 

I 

図 2-2 CAD デー タのファイル命名規則

表 2-2 地質断面図のファイル名称

ファイル名
図面 図面 改訂 拡張子 I 図面名

種類 番号 履歴
GF 001� o�g 拡張子 地質縦断図

999 A�Z 
地質断面図GC （横断図を含む）

GH 地質水平断面図

GT 地質斜め断面図

「而□ I I げ環展開図*l
注）*1 地質展開図には、 横坑展開図、 のり面展開図、 掘削面展開図等を含む。
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備考

Geological Profile 
Geological 
Cross Section 
Geological Horizontal 
Section 
Geological Transverse 
Section 
Geological Development 

C14-2864
テキストボックス
（SFC）



【解説】

地質断面図のファイル名は、 「電子化図面デー タの作成要領（案）」の命名規則を原則とする。 画

像デー タを納品する場合でも、 同様のファイル命名とする。 地質断面図の具体的なファイル名称

は、 図2-3による。

ファイル容量が大きく、 l図面を複数のファイルに分割する場合は、 図面番号を連番とする。

（例） S 1 GF 0011 . SFC 
改訂履歴：履歴の表し方は、 最初にo�gを用い、 それ以上の改訂が生

じた場合は、 A�Yを用いる。 最終成果はZとする。 ここでは、 1回の

デー タ改訂があったことを表している。

図面番号：表題欄の図面番号順に 001�999 の通し番号とする。

図面種類：平面図、縦断図等を表す。 ここでは地質縦断図を表している。

幣理番号：ライフサイクル、 図面種類、 図面番号をより詳細に区分する

必要がある場合に使用する。

ライフサイクル：測量、 設計、 施工、 維持管理の各段階を表す。 ここで

は、 測量段階を表している。

図2-3 地質断面図のファイル名の解説

3 地質断面図

3-1 図面に記載する情報

図面には、 次の情報を記載する。

(1)標題、 図面輪郭

(2)断面図

(3)調査位置図

(4)凡例

(5)注記・ コメント

【解説】

地質断面図は、 地質• 土質調査で得られた地質情報を、 設計段階以降へ正確に受け渡すことを

念頭において作成する必要がある。 このため、 その内容は第三者にわかりやすく表現されだ情報

でなければならない。

一般的に、 地質断面図に記載すべき情報は、 上記の5項目に整理できる。 地質断面図の構成要
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3-2 標題

1. 標題欄の位置

標題欄は、 図面の右下隅輪郭線に接して記載することを原則とする。

2. 標題欄の寸法及び様式

標題欄の寸法及び様式は、 図 3-2 を標準とする。

【解説】

図3-2 標題欄の寸法及び様式

(1)標題欄は、 図面の管理上必要な事項、 図面内容に関する定形的な事項をまとめて記入する

ためのものである。 標題欄の寸法及び様式は、 図 3-2 を標準とするが、 別途基準等で定めた

場合には、 その一部を変更· 追加して使用することができる。

(2)標題欄と図形情報（平面図情報）などが重なる場合には、標題欄を右上隅に記載してもよい。

(3)標題欄には、 作成者や版情報を明記する。 図面は、 どの作業段階の図面であるかを容易に

判別できることが重要であるために、版情報（「速報」、 「作業過程」、 「 中間報告」、 「確定」な

ど）を必要に応じて該当欄に記入する。

(4)標題欄の寸法は、 AO、 Al様式を標準としたものであるので、 用紙の大きさに応じて、 適宜

変更してもよい。

(5)標題欄を見る向きは、 図面の正位に一致するようにする。
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3-3 断面図
3-3-1 尺度

【解説】
CAD は、原寸で作図するの が普通である ため、ここで定める尺度とは、 CAD デー タを紙に出力し

た場合の尺度 （縮小版は除く）のことである。
断面図の尺度は、構造物のエ種により異なり、 また、構想設計から実施設計と調査精度が向上

する につれて 図面の尺度は変化する。

共通仕様書または特記仕様書で尺度（縮尺）が明確に定められていない図面（例えば「1:2 00,..._, 

1:500適宜」など）について は、士木製図基準に示される 適当な尺度（縮尺）を用いる。士木製図基

準では、1:Aにおける 、Aは 1X 10n、2X10尺5X10n をな るべく優先し、1.5 X 10n、2.5 X 10尺3

XlO尺 4X10尺6X10n を次善としている。 また、JIS Z 8314では1:10,Ji,、1:200,Ji,、1:5,fi, の
ように ,Ji,倍する A の値を許容している が、 これは写真操作で拡大・縮小することを考慮したも
のである。

断面図には適宜、 図3-3 を参考に縮尺記号を明記する。

10mi-

゜ 10 20m 縦縮尺1/000

縮尺1/000
10 20m 

横縮尺1/000

I縦横縮尺が同 一 の場合I I縦横縮尺が異なる場合I

図3-3 縮尺記号の例
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　断面図の尺度は、発注者ごとの共通仕様書または特記仕様書に示す尺度を使用し、必要に応じて

断面図中に縮尺記号を明記する。



3-3-2 目盛線

断面図に記載する目盛線は、標高、距離、計画測点等を表す目盛線、補助目盛線、目盛ラベル

を記載する。

【解説】

鉛直断面図の場合は縦軸に標高値、横軸に距離、計画測点等を、水平断面図、展開図の場合は

縦軸、横軸に距離、計画測点等を記載する。 目盛間隔については、対象とする図面の範囲を考慮

し、適宜決めても良いが、目盛は等間隔にすることが望ましい。 また、必要に応じて補助目盛線

を記載する。

標高値についてはT. P. (m)を用いることを原則とするが、事業単位・施工単位で独自の座標

を使用している場合、他の標高基準を用いても構わない。 ただし、使用した標高基準を必ず明記

するとともに、T. P. (m)との関係を記載することが望ましい。

T.P.(m)

40 

30 

20 

10 

゜

No.O 

3-3-3 方位記号

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 

図3-4 鉛直断面図における目盛線の記載例

水平断面図には、必要に応じて北を表す方位記号を記載する。

【解説】

40 

←一

←一

←一

30 

←一

←ー

←一

20 

←一

10 

←ー

←一

゜

No.6← . £e-·-. I 

水平断面図には、図面の方位がわかるように、 「第3編地質平面図編」の方位記号の記載例を

参考に方位記号を記載する。
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テキストボックス
標　高
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テキストボックス
距離・測点































断面図の凡例

I 柱状図記号 I Ac1� 匡亘匝竺l

As2 

Dg2 

例1)土質断面図の凡例の記載例

f・ eJ ・ l ・ ドず

I地下水位線I

例2)地質断面図の凡例の記載例

図3-17 断面図の凡例の記載例
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C14-2864
テキストボックス
断面図の凡例

C14-2864
テキストボックス
孔名

C14-2864
テキストボックス
孔口の標高

C14-2864
テキストボックス
掘進長

C14-2864
テキストボックス
速度検層

C14-2864
テキストボックス
岩級記号

C14-2864
テキストボックス
室内岩石試験試料

C14-2864
テキストボックス
地層境界線

C14-2864
テキストボックス
地層標高

C14-2864
テキストボックス
岩盤境界線

C14-2864
テキストボックス
柱状図

C14-2864
テキストボックス
岩級区分

























4 コア写真管理ファイル

4-1 コア写真管理項目

コア写真管理ファイル(COREPIC.XML)に記入するコア写真管理項目は、 表4-1による。

表 4-1 コア写真管理項目

カテ データ 文字
ゴリ ー 項目名

表現 数

基礎
適用要領基準

全角文字
30 

情報 半角英数字

写真ファイル名
半角英数

12 
大文字

ボー リング名
全角文字

64 
半角英数字

ボー リング連番 半角数字 4 

コア上端深度 半角数字 8 

デ
ジ
夕

コア下端深度 半角数字 8 
Jレ

コ
ア 半角数字

; 闊
撮影年月日 ー (HYPHEN

10 

·MINUS)
固定

撮影時間 半角英数字 5 

撮影日天候 全角文字 127 

撮影箇所
全角文字

127 
半角英数字

コア写真コメント
全角文字

127 
半角英数字

コメント
全角文字

127 
半角英数字

ソフトメー カ用TAG

記入内容

電子成呆物の作成で適用した香川県が準用した国の要領
の版（ 「農村振興土木201203-01」等）を記入する。（分

野：農村振興上木／農村振興電通／農村振興機械、 西暦

年： 2012、 月： 03、 版：01) 

デジタルコア写真、 デジタルコア写真整理結果のファイ

ル名を拡張子を含めて記入する。

該当するボー リング名を記入する。地質情報管理項目の

の 「ボー リング名」に一致させる。

該当するボー リング連番を記入する。地質情報管理項目

の 「ボー リング連番」に一致させる。

撮影したコアの上端深度を記入する。単位はGL.-m とし、

小数点第二位(cm)まで記入する。 デジタルコア写真整理

結果の場合は最上端深度を記入する。

撮影したコアの下端深度を記入する。単位はGL. 面とし、

小数点第二位(cm)まで記入する。 デジタルコア写真整理

結果の場合は最下端深度を記入する。

写真を撮影した年月日CCYY-MM-DD形式（西暦） で記入す

る。（記入例 ： 2002 年 3 月 29 日の場合、 「2002-03-29」)。

デジタルコア写真整理結果の場合は記入しない。

写真を撮影した時間を 24 時間表記で記入する。（記入

例：14 時 05 分の場合、 「14:05」)。 デジタルコア写真整

理結果の場合は記入しない。

写真を撮影した日の天候を記入する。デジタルコア写真

整理結果の場合は記入しない。

写真を撮影した撮影箇所（屋内、 屋外等）を記入する。 デ

ジタルコア写真整理結果の場合は記入しない。

デジタルコア写真、 デジタルコア写真整理結果ごとに記

入すべきコメントを記入する。

受注者側でコア写真フォルダに付けるコメントを記入す

る。

ソフトウェアメー カが管理のために使用する。
全角文字

64 
半角英数字

◎：必須入力項目、 o:原則的に入力しなければいけない項目、 △：任意入力項目

必 要

度・記

述回数

◎l回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

◎ N 回

ON 回

ON 回

ON 回

ON 回

△ N 回

△ N 回

△ N 回

全角文字と半角英数字が混在している項目については、 全角の文字数を示しており、 半角英数字は、 2文字で全角文字1文字

の文字数に相当する。

【解説】

コア写真管理ファイル(COREPIC. XML)は、 「PIC」サブフォルダ内に格納されているコア写真の

電子データファイルを検索· 参照•再利用するために、 最低限の管理情報を記入したXML文書フ

ァイルである。

コア写真管理ファイルのDTD、 XML記入例については、 付属資料2を参照する。

4-2 ファイル形式

コア写真管理ファイルのファイル形式は、 XML形式とする。

コア写真管理ファイルのスタイルシー トの作成は任意とするが、作成する場合はXSLに準じる。

【解説】
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4 土質試験及び地盤調査管理ファイル

4-1 土質試験及び地盤調査管理項目

土質試験及び地盤調査管理ファイル(GRNDTST. XML)に記入する土質試験及び地盤調査管理項目

は、 表4-1による。

表 4-1 土質試験及び地盤調査管理項目
カテ

デー タ
必 要

ゴリ 項目名 記入内容
表現

文字数 度・記

述回数

電子成果物の作成で適用した香川県が準用した国
の要領の版（「農村振興士木201203-01」等）を記
入する。（分野：農村振興土木／農村振興電通／
農村振興機械、西暦年：2012 、 月：03、版：01) 

基礎 適用要領基準 全角文字
30 ◎1回

情報 半角英数字

地点名 ボーリング名またはサイト名を記入する。( 「B-1」、 全角文字
64 ◎N回

「S-2」等） 半角英数字

フォルダ名
ボ ーリング及びサイトごとのサブフォルダ名を記 半角英数

8 ◎N回
入する。( 「BRGOOOl」、 「SITOOOl」等） 大文字

ボ ーリング交換用デ ー タフ ボ ー リング交換用デ ー タのファイル名を記入す 半角英数
12 ON回

ァイル名 る。( 「BEDOOO1. XML」、 「BED0002.XML」等） 大文字

電子士質試験結果 一 覧表フ 電子士質試験結果 一 覧表のファイル名を記入す 半角英数
12 ON回

ァイル名 る。( 「STBOOO1. PDF」、 「STS0002.PDF」等） 大文字

土質試験結果 一 覧表デ ー タ 土質試験結果 一 覧表デー タのファイル名を記入す 半角英数
12 ON回

ファイル名 る。( 「STBOOO1. XML」、 「STS0002.XML」等） 大文字

度 調査位置の経度を度、 分、 秒で記入する。秒につ 半角数字 4 

経度 分 いては小数点以下4桁まで記入する。西経の場合 - (HYPHEN 2 ◎N回

秒 は度の頭文字に—(HYPHEN- MINUS)を記入する。 -MINUS) 8 

度 調査位置の緯度を度、 分、 秒で記入する。秒につ 半角数字 4 

緯度 分 いては小数点以下4桁まで記入する。南緯の場合 - (HYPHEN 2 ◎N回

筐:: 
秒 は度の頭文字に—(HYPHEN- MINUS)を記入する。 -MINUS) 8 

測地系 世界測地系の区分コ ー ド：1 を記入する。 半角数字 1 ◎N回

半角英数字
標高

調査位僅の標高(T.P. (rn))を小数点以下2桁まで記
- (HYPHEN 8 ◎N回

入する。
-MINUS) 

位置情報コメント
調査位置 （ボ ーリングまたはサイト）ごとにコメン 全角文字

128 △N回
トを記入する。 半角英数字

試 電子デー タシー トフ 電子デー タシー トのファイル名を記入する。 半角英数

I ァイル名 ( 「TS001001.PDF」、 「1S002005.PDF」等） 大文字
12固定 ◎N回

電子デー タシー ト作 電子デー タシー トを作成したソフトウェア名をバ 全角文字
64 ◎N回

成ソフトウェア名 ー ジョンを含めて記入する。 半角英数字

デー タシー ト交換用 デー タシー ト交換用デー タのファイル名を記入す 半角英数
12 ON回

デー タファイル名 る。( 「TSOOlOOl.XML」、 「TS002005.XML」等） 大文字

デー タシー ト交換用
デー タシー トを作成したソフトウェア名をバ ー ジ 全角文字

デ ー タ作成ソフトウ
ョンを含めて記入する。 半角英数字

64 ON回
ェア名

試験コー ド 試験ごとに定められた試験コー ドを記入する。
半角英数

5固定 ◎N回
大文字

畠試 規格番号 試験のJIS規格番号(JIS A 12**-****)を記入する。
半角英数

16 ON回
大文字

基準番号 試験のJGS基準番号(JGS ****-****)を記入する。
半角英数

16 ON回
大文字

試験名称 実施した試験名称を記入する。
全角文字

64 ◎N回
半角英数字

試料番号
試料番号（名称）を記入する。( 「S-1」、 「T-1」等） 全角文字

64 ON回
試料のない試験（地盤調査）の場合は省略する。 半角英数字

試料採取情報
試料採取情報（乱れの少ない試料、 乱した試料）を

半角数字 2 ON回
コー ドで記入する。

試験上端深度
試験の上端深度(GL-m)を、 小数点以下 2 桁まで記

半角数字 8 ON回
入する。

試験下端深度
試験の下端深度(GL-m)を、 小数点以下 2 桁まで記

半角数字 8 ON回
入する。
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カテ
データ

必要
ゴリ 項目名 記入内容 文字数 度· 記

表現
述回数

半角数字

試験開始年月日
試験開始年月日を CCYY-MMー DD 形式で記入する。

10 固定 ◎N 回
（記入例：2002 年 3 月 29 日の場合、 「2002-03-29」) (HYPHEN 

-MINUS)

半角数字

試験終了年月日
試験終了年月日を CCYY-MMー DD 形式で記入する。

10 固定 ◎N 回
（記入例：2002 年 3 月 29 日の場合、 「2002-03-29」) (HYPHEN 

各 -MINUS)

試 種
試験者 試験者を記入する。

全角文字
64 ◎N 回

験 試 半角英数字

情 験
報 情

j 腐
試

デジタル試料
デジタル試料供試体写真のファイル名を記入する。 半角英数

報 供 試 体 写 真 フ
( 「S0010011.JPG」、 「S0020052.JPG」等） 大文字

12 ON 回
ァイル名

は試 写真内容 写真の内容を記入する。
全角文字

127 ON 回

体
半角英数字

各種試験コメント 試験ごとにコメントを記入する。
全角文字

127 △N 回
半角英数字

コメント
受注者側で各種試験結果に付けるコメントを記入 全角文字

127 △N 回
する。 半角英数字

ソフトメ ー カ用 TAG ソフトウェアメー カが管理のために使用する。
全角文字

64 △N 回
半角英数字

◎：必須入力項目、 〇：原則的に入力しなければいけない項目、 △：任意入力項目

全角文字と半角英数字が混在している項目については、 全角の文字数を示しており、 半角英数字は、 2文字で全角文字1文字
の文字数に相当する。

【解説】

土質試験及び地盤調査管理ファイル(GRNDTST.XML)は、 「 TEST」サブフォルダ内に格納されてい

る士質試験及び地盤調査の電子デー タファイルを検索・参照•再利用するために、 最低限の管理

情報 を記入したXML文書ファイルである。

土質試験及び地盤調査管理ファイルのDTD、 XML記入例については、 付属資料3 を参照する。

(1) 適用要領基準

　土質試験及び地盤調査管理ファイル(GRNDTST.XML)を記入する際に適用した香川県要

領が準用する国の要領の版をコードで記入する。本要領を適用した場合は、「農村振興

土木201203-01」で固定とする。

(2) 地点名

ボ ー リング名またはサイト名(B-1、 S-1、 など）を記入する。 当該調査で実施したボー リン

グについては、 「 ボー リング交換用デー タ A様式：標題情報」 で記入するボー リング名と一

致させる。

(3) フォルダ名

「3フォルダ構成」に従い、 ボ ー リング及びサイトごとのサブフォルダ名(「BRGOOOl」、

「SIT000 2」など）を記入する。
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【解説】

その他管理ファイル(OTHRFLS.XML)、 その他管理ファイルのDTD及びXSLファイルは、 「 OTHRS」

サブフォルダに格納する。 ただし、 XSLファイルの格納は任意とする。

3その他管理項目

その他管理ファイル(OTHRFLS.XML)に記入するその他管理項目は、 表3-1による。

表 3-1 その他管理項目

カテ
デー タ 文字

必 要
ゴリ 項目名

表現 数
度· 記

述回数

基礎
適用要領基準 30 ◎l回

情報

記入内容

電子成果物の作成で適用した香川県が準用した国

の要領の版（「農村振興上木 201203-01」等）を記入
する。（分野：農村振興士木／農村振電通／農村振
興機械、 西暦年：2012、 月：03、 版：01) 

電子デー タファイル名 電子デー タファイル名を記入する。
半角英数 12

※注 
◎N回

大文字
そ

電子デー タファイルを作成したソフトウェア名の 全角文字の 電子デー タ用ソフトウェア名 64 ◎N回

畠
名称をバー ジョンを含めて記入する。 半角英数字

子
電子デー タファイル内容 電子デー タファイルの内容を記入する。

全角文字
127 ◎N回

閏 半角英数字

その他コメント 電子デー タファイルごとにコメントを記入する。
全角文字

127 △N回
半角英数字

コメント
受注者側でその他フォルダに付けるコメントを記 全角文字

127 △N回
入する。 半角英数字

ソフトメー カ用 TAG ソフトウェアメー カが管理のために使用する。
全角文字

64 △N回
半角英数字

◎：必須入力項目、 △：任意入力項目

全角文字と半角英数字が混在している項目については、 全角の文字数を示しており、 半角英数字は、 2 文字で全角文字 l 文字

【解説】

その他管理ファイル(OTHRFLS.XML)は、 「OTHRS」サブフォルダ内に格納されているその他の地

質・土質調査成果の電子データファイルを検索·参照• 再利用するために、 最低限の管理情報を

記入したXML文書ファイルである。

その他管理ファイルのDTD、 XML記入例については、 付属資料4を参照する。

4 ファイル形式

その他の地質・上質調査成果のファイル形式は、 次による。

• その他の地質• 土質調査成果のファイル形式は、 受発注者間協議の上、 決定する。

• その他管理ファイルのファイル形式は、 XML形式とする。

• その他管理ファイルのスタイルシー トの作成は任意とするが、 作成する場合はXSL に準じ

る。

【解説】

その他の地質• 土質調査成果については、 データの再利用を考慮し、 受発注者間協議の上、 適

切なファイル形式を決定する。
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全角文字

半角英数字

※注：拡張子が、docx形式(Ms-Word)又は、xlsx形式(Ms-Excel)の場合は、13文字とする。



本要領「2フォルダ構成」に示すとおり、 その他管理ファイルのファイル 形式は、 XML形式 とす

る。 なお、 電子納品する XML文書は、DTDを埋め込む方式をとらず、 外部ファイル参照方式を採

用する。

管理ファイルの閲覧性を高める ため 、スタイルシー ト を用いてもよいが、 XSLに準じて作成する。

スタイルシー ト は、 管理ファイル と同じ場所に格納する。

5ファイルの命名規則

その他の地質・土質調査成果のファイル名称は、 次による。

• その他の地質・土質調査成果のファイル名称は、 8文字以内 + 3文字以内（拡張子）と

する。 ⁷β注

• その他管理ファイルのDTDのファイル名称は、 次による。

OTHROUO.DTD 

• その他管理ファイルのスタイルシー トのファイル名称は、 次による。

OTHROUO.XSL 

0110はDTDのバージョン番号を表す。

ファイル命名にあたっては、 次に留意する。

・ ファイル名称は、 半角英数大文字 とする。

【解説】

　その他の地質・土質調査成果のファイル名は、 半角英数大文字8文字以内+3文字以内（拡張

子）※注とする。ファイルの名称に使用できる文字は、英大文字(A～Z)、数 字( 0～9)、 アンダース

コア(_)のみである。名称には、漢字・ひらがな等の全角文字は使わない。拡張子も同様とする。

そ の 他 管 理 フ ァ イ ル の D T D の フ ァ イ ル 名 は 、 D T D バ ー ジ ョ ン 番 号 が 1 . 0 0 の 場 合は

OTHR0100．DTD(OTHR:Othersの略)、バージョン番号が15.21の場合はOTHR1521.DTDとなる。

　その他管理ファイルのスタイルシートのファイル名称は、その他管理ファイルのDTDと同一のファ

イル名称とする。ただし、拡張子はXSLとする。

※注：拡張子が、docx形式(Ms-Word)及びxlsx形式(Ms-Excel)の場合は、拡張子文字数を4文字と

する。
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